
被災度区分判定の判定結果の活用

出典：震災建築物の被災度区分判定基準および復旧技術指針（（一財）日本建築防災協会）より抜粋

被災度区分判定について

被災度区分判定は、建築物所有者の任意の依頼に応じ、建築構造技術者（建築士）が必
要な調査を行い、被災の程度を評価し復旧の要否（補修、補強、解体）を判定するもの。
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